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先週のマーケット動向（1 月 15 日～1 月 19 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,313.5  1,346.7  1,313.5  1,339.0  +25.5 

JPY/KRW 9.0474  9.1439  8.9948  9.0114  ▲0.039 

KOSPI 2,525.69  2,536.06  2,429.12  2,472.74  ▲52.31 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は下落。前週とほぼ同水準の

1,315.5ウォンでオープンし、米国でのインフレ指標発表を

通過した材料探しの相場となる中、15 日、16 日は中東や北

朝鮮で高まりつつある地政学リスクが意識され、安全資産

であるドルが買われた。加えて海外時間には FOMCメンバー

の中でも真っ先に利下げの可能性を示唆してきた FRB ウォ

ラー理事が、迅速な利下げをしたり急いだりする必要はな

いと利下げに慎重な姿勢を示し米金利が大幅上昇。17日の

ドル/ウォンは一時 1,346.7 ウォンまで上値を伸ばした。18、

19日と週末にかけては 1,346ウォン付近で当局の口先介入

があったことも意識されてか上値重く、上昇は一服する形

に。結局ドル/ウォンは先週末比+25.5 ウォンと大幅上昇と

なる 1,339.0ウォンでクローズした。 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンはやや上値重い推移を予想。先週のド

ル/ウォンは米早期利下げ期待の後退から急騰するも、週

末にかけては一服感も出てきており、今週は自律反発する

ような形でドル/ウォンはやや軟調地合いでの推移か。翌

週に控えるFOMCが一番の材料となり、引き続き米金利動向

に振らされる展開が継続しよう。今週は日銀会合やECB会

合といった中銀イベントを控えており、米国以外の金利・

金融政策動向にも注意したい。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1315 ～ 1345 8.90  ～ 9.20  146.0  ～ 149.0  

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
今後の予定 

 

23日(火) 日  BOJ 政策金利発表 
24日(水) 欧 1月 消費者信頼感指数 速報値

米 1月 製造業PMI 速報値
欧 1月 製造業PMI 速報値
米 1月 サービス業PMI 速報値
欧 1月 サービス業PMI 速報値
日 12月 貿易統計 

25日(木) 米 1月 失業保険新規申請者数 
米 12月 耐久財受注 速報値
米 12月 新築住宅販売件数 
米 4Q GDP 一次速報
韓 4Q GDP 一次速報
欧  ECB 政策金利発表 

26日(金) 日 1月 東京都区内CPI 
米 12月 個人所得 
米 12月 個人消費 


